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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、歴史学・民俗学・民具学・水産学の研究分野を異にする研究者が共同し、漁業・漁

民・漁村の総合的研究を行い、日本人の伝統文化の特質を海の視座から解明せんとするもので

ある。本研究を推進するにあたり、五つの課題を設定した。すなわち、漁村構造の実態と変化、

環境の実態とその変化、漁具・漁法の実態と変化、漁業生産の実態と変化、漁民文化の実態と

変化である。これらの五つの課題を設定し、分野を異にする研究者による共同研究会の開催と

地域史料調査を軸に四年間の研究活動を推進した。地域史料調査では、駿河湾沿岸漁村と伊勢

湾沿岸漁村を中心に調査を実施した。これらの研究成果は、中間報告書・成果報告書としてま

とめ、現在のわれわれが海から学ぶ多様な切り口を提示することができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is that the researcher of the historical science, folklore, 
the people tool study, and the science of fisheries jointly clarifies a Japanese traditional 
culture by the viewpoint from the sea. When this research was advanced, the five 
subjects were set. That is the real state of affaires and the changes of the fishing 
village structure, the natural environment, the fishing implement and fishing method, 
the fishing industry, and the fishing culture. These five subjects were set, the joint 
research association and the regional historical materials investigation were executed 
for four years. In the regional historical materials investigation, the survey of the 
Suruga bay coast fishing village and the Ise bay coast fishing village was especially 
executed. These research results were summarized in the result report. We were able 
to present various viewpoints learnt from the sea in that. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国は四辺を海に囲まれ、生きるために

欠くことのできない塩や動物性蛋白質を海
に依存するとともに、大量の物資の輸送に海
を道として廻船を利用してきた。したがって
日本の歴史を構造的に知るためには、海の歴
史を知り、そのもつ意味を知らねばならない。
しかし、いまだに我国の固有文化を表すもの
として取り上げられるのは米作中心の農
業・農民・農村であり、漁業や漁民・漁村、
さらに再生産構造に重要な意味をもつ海運
なども含めた、海に関する研究とその位置づ
けは著しく遅れている。 
研究史的にみれば、国内では戦前から渋沢

敬三が主催する日本常民文化研究所の漁業
史研究室が軸となって技術史・経済史・法制
史などの視点からの先駆的業績があり、1960
年代には、近世幕藩制社会の中に漁業・漁村
を位置づけようと試みる研究、1990 年代に
は漁政史や地域論などの新しい視点に基づ
く研究成果が登場し、漁業史研究は新たな展
開をみせつつある。一方、日本常民文化研究
所の立て直しを進める中で、研究史の中に課
題を見出すというよりは、むしろ現在の我々
が抱えている問題を解決するための糸口を
模索する中で歴史を捉えていこうとする姿
勢のもとに、漁業史研究や民具研究を批判的
に継承・発展させようとする方向性が出され
てきた。また、従来の漁業史研究では漁業史
の研究はあったが、村や地域の問題として捉
える視点が十分でなく、日本の漁村の特徴を
「半農半漁」といういいかたで一言で片付け
ており、その実態が十分に分析されていなか
った。そこで、海付でありながら必ずしも漁
業を営まない村も含めて「海村」ととらえ、
その実態の分析から開始したのである。 

このように村や地域の問題として漁業に
接近することによって、その関心は、文献史
料のみならず、民具や伝承、自然環境など、
有形無形の史資料など幅広く向けられるこ
とになり、社会科学・人文科学のみならず、
自然科学にまで目が向けられることになっ
た。本研究において、歴史・民俗・民具・水
産の総合的研究としたのはそういう経緯か
らである。 

ところで、近年では、漁業問題を考える
場合に環境問題・資源問題へのとりくみは不
可欠となってきている。本研究を企図した大
きな理由も、近代以降急速に進んだ日本沿岸
部の大きな環境変化・景観変化であり、その
中での漁村・漁民の消滅、変容にある。何よ
りも、そのことによって、海に関する貴重な
史資料が消滅しつつあるという現実がある。

このような「海の変化」が我々に何を語ろう
としているのかを真摯に歴史的に問うこと
が、本研究の大きな目的である。そのために
も、まず急速に失われつつある沿岸部の史資
料の所在調査を実施し、史料として残りにく
い漁民の聞き取り調査などの民俗学的調査、
水産学による現状分析なども含めて研究領
域を超えた漁業・漁民・漁村の実態の把握が
急務であると考えたのである。 
 
２．研究の目的 

本研究は、歴史学・民俗学・民具学・水産
学の研究分野を異にする研究者が共同し、漁
業・漁民・漁村の総合的研究を行い、日本人
の伝統文化の特質を海からの視座から解明
せんとするものである。具体的には、Ⅰ漁民
の生業・生活の場である漁村構造の実態とそ
の変化、Ⅱ漁業をとりまく海底環境や海流の
変化を含む自然環境・社会環境の実態とその
変化、Ⅲそれらに応じた漁具・漁法・漁業組
織などの漁業の実態と変化、Ⅳ漁業経営と漁
業生産の実態と変化 Ⅴ漁民の生活・文化の
実態と変化という五つの課題を設定し、これ
らの課題に、(1)研究分野を超えた共同研究 
(2)地域を異にする各地域間の共同研究 
(3)経験を異にする世代間の研究の共同 と
いう研究スタイルをとりつつ各研究者がと
りくんだ。そして、日本の漁業や漁村の構造、
漁民文化の特徴を明らかにすることに努め
た。 

本研究は、漁業・漁村研究に問題を限定し
ているが、それは日本の漁業・漁村が、近代
化・工業化に伴う公害問題・環境問題・資源
問題をもっともラディカルに現出し大きく
衰退・変貌・消失しているからである。こう
した近代化の波を直接うけてきた漁業や漁
村の歴史や文化を研究し、その実態を把握す
ることは急務であり、漁業史研究のみならず、
近代以降現在にいたるまでわが国が抱える
問題を解明する糸口を見出すことになる。 
 
３．研究の方法 
本研究は、先にみた五つの研究課題と三つの
研究スタイルに基づき、（１）共同研究会の
開催と（２）地域調査の二本立てで推進した。 
ただし、実際の調査研究では五つの研究課題
についてはそれほど厳密に分担を決めるこ
とをせず、一人が複数の課題に取り組むこと
になった。（１）共同研究会は、年に２～３
回実施した。共同研究会では、歴史部門・民
俗民具部門・水産部門の各専門分野を異にす
る研究者の研究を尊重しつつ、各部門の研究
分担者・連携研究者が研究成果を互いに報告



し検証しあった。また、外部研究者を毎年招
き情報交換をした。研究会の記録は研究代表
者が行った。（２）地域調査は、歴史・民俗
民具・水産の各部門の研究者が合同で行った
合同調査と、各自で行った調査がある。歴史
部門は岩田・高橋・北村・山口が担当し、文
献史料の調査・分析を行った。民具・民俗部
門は田邉・谷沢・小島・池田が民具・伝承・
景観の調査を実施した。水産部門は松浦が現
地調査と文献資料調査を実施した。いずれに
しても、調査方法は、それぞれの専門分野を
尊重しつつ、文献・古文書・民具・景観・聞
き取り調査などを併用しつつ実施した。 

調査対象地域については、全国を視野にい
れつつも、本研究においては黒潮の流れに沿
った太平洋沿岸部、中でも伊勢湾周辺の志摩
半島から知多半島沿岸部の漁村と、駿河湾周
辺部特に西伊豆から焼津近辺の漁村の二地
域に絞って、調査を開始した。後半には比較
研究として、鹿児島や瀬戸内海、日本海側の
海村の調査も数ヶ所実施した。 
 
４．研究成果 
（１）分野を異にする研究者の共同研究・研

究会の開催  本研究では歴史学・民俗
学・民具学・水産学の研究分野を異にする
研究者が、漁業・漁民・漁村の研究を、そ
れぞれの視点・方法によって解明し、それ
ぞれの研究成果を比較研究した。これらの
研究分野を異にし、また世代を異にする研
究者が、共通の研究対象を調査研究し、定
期的に研究会を実施することによって、研
究の視点、研究方法の違いが明らかになり、
それぞれの研究の問題設定、研究方法、対
象とする資・史料の取り上げ方の違いが明
らかになった。また、それぞれの方法をま
ずは認め合うことにより、新しい共同研究
の方法を確立する可能性を共有すること
ができた。 

 
（２）新たな資史料論の必要性の確認  

（１）で述べたように、異なる研究分野 
の研究者による共同研究によって明らか 
になった研究の視点・研究方法の違いを、 
どのように止揚し、発展させ、これからの 
歴史や・俗、業史の研究を、近代化・工業 
化にともなう公害問題・環境問題・資源問 
題として新たな方法を確立していくかに 
ついてはこれからさらに議論が必要であ 
るとの認識をあらたにした。そのためには、 
史資料の調査や現在漁業を営む人々から 
の聞き取り調査が不可欠であり、それぞれ 
の専門分野で得意とする、古文書・民具・ 
聞き取りなどを総合したあらたな資史料 
論の要性を再確認した。 

 
（３）地域調査の成果  本研究の地域調査

は、主として東海地方の太平洋沿岸漁村、
中でも駿河湾沿岸周辺漁村と知多半島と
志摩半島に囲まれた伊勢湾沿岸周辺漁村
を中心に調査を実施した。また、比較研究
として、瀬戸内海・九州北部・東北漁村の
予備調査も実施し、全国的視野に基づく漁
業・漁民・漁村研究の方法を模索すること
ができた。調査により明かになった点の概
要は以下のとおりである。①いまだに漁村
史料調査がなされておらず、調査されない
まま資史料が散逸している事実や、調査が
され資史料が残されていても十分な研究
利用がされていないことが明らかとなっ
た。②駿河湾周辺漁村と伊勢湾周辺漁村だ
けをみても、その漁村のありかた、構造、
漁村史料の存在状況に大きな違いがあり、
多様であることが明かとなった。また、漁
村は単独では再生産が不可能であり、必ず
捕った魚を大量に集荷販売する港町の機
能を背後にもっており、自ら漁港として発
展していく漁村も存在した。こうした港町
と漁村、漁業と廻船業との関係は、従来の
研究で必ずしも明かにされておらず、今後
の課題として残された。そもそも漁村・海
村・港町とは何かという問題の再検討の必
要性が提起された。③漁村は、時代の変化
の中で大きく変貌する事実が明らかとな
った。例えば駿河湾周辺でみると、近世に
は廻船が中心であった村が近代にかけて
漁業を中心にすえる漁村に変貌していく
事実、焼津のように一漁村であった村が漁
港として発展し大きく姿を変えていく事
実など、その変貌ぶりは内陸部の村々には
みられない特徴であることが明らかとな
った。④本研究の地域調査では、それぞれ
の研究分担に応じた地域調査を各自で実
施するとともに、異なった分野の専門家が
合同で同一地域の史料調査を実施するな
ど、従来あまり試みられていない合同調査
を実施することができた。 

 
（４）中間報告書・成果報告書の作成   

以上の研究成果は、中間報告書として
『日本における漁業・漁民・漁村の総合的
研究』（平成 18･19 年度中間報告書 2009
年）、最終年度に成果報告書として『日本に

おける漁業・漁村・漁民の総合的研究 平成１

８年度～２１年度科学研究費補助金（基盤研究

Ｂ）研究成果報告書』２０１０年３月をまとめ
総括した。 

田邉は、文化人類学的（含民俗学的）方
法によって、我が国民と魚貝藻類捕採の伝
統文化とのかかわりの全貌を明らかにし、
海村文化の伝統的側面とその源流を明ら
かにするという大きな目標のもとに、沖合
い漁場開拓以前から存在する磯漁を、始原
的・根源的・漁撈伝統の原点と位置づけ、



海に関係をもつ日本文化の古層をさぐる
ための重要な研究主題として取り上げ、磯
漁の実態を全国的視野で明らかにするこ
とにとりくんだ。その結果、①我国の漁業
には、一方の極に A 大資本家による漁業経
営と中間層として存在する中小漁業経営
者による漁業、他の一方にＢ零細な漁民に
よる漁業が存在するという生産面での二
重構造があること。②漁獲物の種類でみる
と、A 大量生産による一魚種・限られた漁
獲対象漁の捕獲をする沖合・遠洋漁業とＢ
磯漁においてあらゆる種類の魚貝藻類を
捕採するが、資本蓄積はできない沿岸（地
先）漁業といった二重的商品生産の存在す
ることを明にした。③また「磯漁の構造」
について、漁場としての構造と漁撈方法と
しての構造の二つに注目し、全体の見通し
を立てた。 
 谷沢と北村は漁村の集落構造について
検討した。谷沢は、熊野灘沿岸と知多半島
において現地景観調査と地域史料調査を
実施し、①集落における歴史的環境の現況
を理解するために、各時代の歴史的な絵図
や地図を現代の地図の上に重ねて集落構
造の変化を現在から遡及的に解読する。②
現地に残存する歴史的建造物、工作物、環
境物件に着目して、集落景観の特性を把握
し、海辺の集落が歴史をどのような形で現
在につなげているかを明らかにする。とい
う方法によって海民の生業・生活の場であ
る漁村集落の形成過程と変容を明らかに
した。その結果、①漁業集落形成の多様性
と各漁業集落ごとの独自性を指摘し、集落
の立地する自然環境や、地域の歩んだ歴史
が集落の性格に影響すること。②漁業集落
の景観の変貌が激しいこと、すなわち、自
然災害や後継者不足などによる生業の場
としての漁村の消失、古い構えの民家の消
失、さらに古い家の建替えによる新興の漁
業発展による景観変化、漁協の解散・合併
による独自性の消失などがみられること。
③集落景観がこきざみに移り変わってお
り、この姿は、農村社会とは異なる点で、
海を暮らしの舞台としてきた人々の生き
方を反映している点などが指摘された。 
 北村は、三重県鳥羽市神島を事例に、現
地調査を実施し、集落が自然発生的なもの
ではなく、計画性をもっているという視点
から、集落や耕地の平面構成を分析し、家
相互の関係や集落全体の構成を明らかに
することに努めた。具体的には、現地調査
で発掘した明治初年の地引絵図の史料批
判を行い、現地と比較検討し、路地の構造
から、漁村集落の計画性、空間構造の特質
を明らかにした。その結果、①先行研究か
ら、住居の構造と特質について検討し、神
島の家屋は均一的で、資産や社会的地位に

よる大きな差異はみられないこと。外見上
町家型住居に似た一面があるがその中身
はかなり異質であること。神島は漁村の中
でも特に密集度が高い集落の一例である
こと。②明治初年の地引絵図と現在の景観
を比較検討し、その結果、絵図から屋敷地
の範囲・耕地の多さ・海岸部の土地利用・
集落景観について検討し、海岸部の利用に
大きな変化がみられるが、集落景観はほと
んど変化がないこと。③浜は、通路として
の役割をもち、家と浜のつながりが緊密で、
集落の三つのセコも、浜と家を関係づける
ために成立したもので、ハマを起点として
三つのセコ（南セコ・中セコ・東セコ）が
成立していること。この三つのセコの内部
が論理的空間を構成していること。ハマを
起点として南北道が形成され、そこから東
西道が分岐して宅地の出入り口を確保し
ていること。④田は、明治初年の地引絵図
には記載があるが、現在は田はなくすべて
畑であること、などを指摘した。 
 小島は、知多半島のフィールド調査・聞
き取り調査をもとに、知多半島南端の南知
多町師崎における船霊信仰についてその
特徴を明らかにした。その結果、師崎のオ
フダサンは、一般的に漁民信仰として知ら
れているサイコロや人形などを祭る船霊
信仰とは異なり、日常的に信仰する社寺の
オフダを祭るという他の地域には見られ
ない独自なものであることがわかった。こ
の点で、従来一様に考えられていた船霊信
仰の実態は必ずしも一様ではないこと、す
なわち漁民信仰の多様性が確認された。 

  池田は、新潟県佐渡島を事例に、明治中
期以降 海洋資源との関わりから、漁獲目
的となる魚種・魚群の習性に応じた多様な
漁具・漁法の技術移動・導入が考案された
が、そんな中で、漁村がどのように資源を
守り、再生産を可能にし、持続させてきた
のか。漁村の持続性を、資源保全と伝統的
な漁具・漁法との関係から明らかにした。
その結果、漁業技術と資源保全との関係に
ついて、漁業技術とは、自然や魚介の生態
に関する知識と、それにあわせた道具とそ
れを使うための勘をあわせたものであり、
その技術が伴うことによって初めて資源
の保全と漁村の維持が可能であることを、
伝統漁法から明らかにした。 

  高橋は、古文書史料の検討を通じて、漁
業政策の観点から、１９世紀の仙台藩にお
ける漁業政策・資源保全についての実態を
検討し、自然環境の変化と資源管理への意
識化について江戸時代の事例を検討した。
その結果、１９世紀すでに仙台藩において
資源保全と環境についての漁業政策が行
われており、仙台藩のサケ資源繁殖政策の
採用の検討の背景として、サケの不漁状況、



河川の状況変化、森林伐採による土砂流出
が考えられること、これは仙台藩士新井宣
昭の献策の中に、森林・河川・漁業と山ー
河ー河口へといたる流域管理的な政策ビ
ジョンがあり、「国土」保存政策的な広が
りがあったことなどが指摘された。 

松浦は、水産学という立場から、静岡県
西伊豆田子地区、伊勢湾周辺離島地区、静
岡県～和歌山県にいたる太平洋中区、東京
湾・三河湾・広島湾など各地の漁業の展開
過程と、漁村・漁業・加工業の存立条件を
明らかにすることに努めた。①静岡県西伊
豆町田子地区では、かつお一本釣漁業の展
開過程、かつお釣り漁業とかつお節製造業
との関係を検討し、かつお節製造業者の存
続条件を明らかにした。また平成になって
かつお釣り漁業が消滅した田子地区と現
在も継続している焼津地区の比較検討を
し、その展開過程の相違を明らかにし、田
子地区の存立条件を明らかにした。②伊勢
湾離島地区では、イカナゴを対象にして、
三重県と愛知県における機船船ひき網の
変遷、漁業地区の盛衰の経緯、資源管理の
沿革を分析し、離島における機船船引き網
の漁業活性条件を明らかにした。③太平洋
中区では、全国的にみると漁獲量が最小で
ある太平洋中区における沖合底引き網漁
業の展開過程を明らかにし、なぜ不利な中
区で現在でも沖底経営が持続しているの
か、その存続条件を明らかにした。④東京
湾・三河湾・広島湾では、アサリ漁業の展
開過程を明らかにし、漁業環境の変化、ア
サリ生産が盛んな漁協における漁業の動
向、浅場造成、種苗放流、潮干狩りの実態
などの把握など、アサリ漁業の展開過程の
分析をする。さらに漁場環境の改善をはか
る視点から、小学校の環境教育の動向を把
握し、漁業活性化条件についても分析した。 

岩田は、静岡県沼津市平沢地区と、賀茂
郡松崎町石部地区の漁業生産について、現
地史料調査をもとに、その実態を明らかに
した。具体的には、①立切網漁業地帯であ
る西浦村平沢集落の近世から近代への移
行期における漁業生産の実態と変容を明
らかにする。②西伊豆の海村である石部村
の近世・近代における漁業生産の実態と、
海村としての生業の多様性について明ら
かにすることに努めた。その結果、①平沢
村は海付でありながら江戸時代には漁業
を行っていなかったが、幕末から漁業を再
開し、明治期にはいって本格的に漁業に従
事するようになった。その背景には、江戸
時代に村の主要な産業であった江戸や沼
津向けに産出された薪炭が、樹木の伐採し
すぎによって生産が困難になったこと。伊
豆の薪炭の質が悪く江戸で売れなくなっ
たことなどが上げられる。②石部村は、田

んぼが多い村で、漁業はそれほど盛んな村
ではないが、それでも江戸時代を通じて漁
業にかかわりをもち、明治にはいっても漁
業に従事していたことが史料からわかっ
た。史料によると、江戸時代カツオ漁・カ
ツオ節で栄えた田子村に向けて、漁獲した
魚を大量に販売していた事実がわかり、田
子のカツオ節が、石部村など近隣の漁村か
ら材料を買い集めていたことなど、田子村
との関わりが明らかとなった。 

このように、漁村といっても近世と近代
との間に大きな変化が存在したことがわ
かり、その変貌の一端を古文書史料から明
らかにした。また、海村といわれ、漁業の
みでなく多様な生業をもつ海村の実態を
明らかにした。 

  山口は、既に蓄積した海村・漁村研究を
もとに、海にいかに学ぶか、といった根本
的な問題提起をした。また、平成１８年と
１９年には上海水産大学において、「日本
漁業の歴史と現状」「漁業の近代化と漁村
の変貌」と題して学会報告を行った。 

これらの研究成果をあえて、当初設定し
た五つの課題にあてはめるならば、田邉の
磯漁の構造、伝統漁法の研究はⅠⅡⅢ、谷
沢の漁村景観・空間構造に関する研究はⅠ
ⅡⅤ、北村の漁業集落景観・空間構造に関
する研究はⅠⅤ、小島の漁民信仰に関する
研究はⅤ、池田の環境・資源保全と伝統的
な漁具・漁法に関する研究はⅢ、高橋の仙
台藩における環境･資源保全と漁業政策に
関する研究はⅡ、岩田の海村の生産構造と
漁業経営と漁村の変貌に関する研究はⅠ
Ⅳに該当する。山口は研究全体の方向性を
示すものである。 

研究目的の中で、「こうした近代化の波
を直接うけてきた漁業や漁村の歴史や文
化を研究し、その実態を把握することは、
漁業史研究のみならず、日本が近代以降現
在にいたるまでわが国が抱える問題を解
明する糸口を見出すことになる。」と述べ
た。これらの研究成果により、現代に生き
る我々が、「海から如何に学ぶか」という
問題について、重要かつ多様な切り口を提
示できたといえる。 
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